
　４月 19 日、犬鹿倉集落の小川信幸さんが
同集落内に仕掛けるイノシシわなに、オオタ
カの幼鳥が迷い込みました。
　オオタカは環境省が定める絶滅のおそれの
ある種で、「種の保存法」で保護される鳥類
です。冬季は南方で越冬する個体もあり、九
州の西側沿岸部を渡るため、長島はまさに渡
りのコースとなります。ただし、人があまり
近づかないような森の中で休憩したり餌を
採ったりしながら移動するので、長島で見る
ことは非常に珍しいことです。
　今回は、イノシシわなの中にいた小動物を
めがけて入ったものと思われます。
　オオタカを見つけた小川さんは「これまで
にカラスやキジがわなにかかったことはある
が、オオタカは初めてで驚いた」と大変びっ
くりした様子で話しました。
　取材後オオタカは、わなから放すと遠くの
大陸を目指し、元気よく飛び立っていきまし
た。

↑イノシシわなに迷い込んだオオタカ

珍鳥オオタカが飛来
するどい眼光がギラリ

伊唐小の福島美海さん佳作
水の事故ゼロ運動で受賞

　水の事故ゼロ運動推進協議会が募集した平成
24 年 度「水 の 事 故 ゼ ロ 運 動」 標 語 で、 伊 唐 小
学校 1 年（当時）の福島美海さんの作品が佳作
に選ばれました。
　これは「自然体験」と「水の安全教育」を推
進し、水の事故ゼロを目指す全国運動の中で実
施されたもので、 全 2,491 点の応募中、1 年生
の受賞は一人だけで、 ３月 26 日、 福島さんに
中橋藤七教育長から表彰状が伝達されました。
　受賞した作品は次のとおりです。

「きめようね    かぞくみんなの    ひなんばしょ」

↑賞状を手に喜ぶ福島美海さん
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